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ご意見 事業所から

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

7 2 0

・最大10名まで利用が可能ですが、子ども達の活動
に必要なスペースは十分に確保出来ております。ま
た、授業中には作業がしやすいように机を移動させる
等の方法で作業スペースを確保しています。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 5 4 0

・毎日の職員の配置数は平均４名以上の配置を行っています。職
員の内訳は管理者兼児発管１名、理学療法士１名、保育士２名、
指導員３名の計７名となります。また、職員研修を定期的に行っ
ています。今後は外部研修にも積極的に参加し、専門性の向上を
図り、日々の療育に生かしていきます。

3

事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか

8 1 0

・視覚からも理解できるよう手順表を用いて、お子様
が入室できる環境を整えています。玄関に段差はある
が、その他のバリアフリー化出来ています。
・一部廊下、トイレはやや狭く、今後必要があれば調
整を行っていきたいと考えています。

4

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画*1が作成されているか

6 3 0
・悩みや目標など面談で話したこと
をもとに計画を作っていただいて助
かります。

・アセスメントシートの活用や面談を通して、より最良な支援計画書を作成していきま
す。
・基本的には半年に一回以上の面談により本人様、保護者様のニーズや課題、方向性につ
いて情報共有をさせていただいています。今後、より個別課題に取組めるような計画を立
てていきたいと考えています。また、面談時以外でも何か気になるような事があればいつ
でもご相談ください。

5
活動プログラム*2が固定化しないよう工夫
されているか

8 1 0

・支援内容は1日2コマの支援で毎日違った内容で行っています。主にPCトレーニング・
SSTトレーニング・作業実践トレーニングを中心に課題を提供し将来の進学や就労を支援
しています。また視覚的にも分かりやいように、プロジェクターを使用した映像を用いた
支援を行っています。
・個々の特性やレベルに合ったプログラムを作成して取り組んでおります。また具体的な
プログラムの説明を保護者交流会や面談、日々のやり取りのなかでお伝えしていくように
努めます。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会があるか

0 6 3 ・コロナ禍なので交流は難しかった
と思います。

・昨今は感染症も落ち着いてきており、今後前向きに
検討していきたいと考えています。

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

8 1 0
・見学やご契約時に、児童発達支援管理責任者より説
明しております。今後も保護者様に対し、丁寧な説明
を行って参ります。

8

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

6 3 0

・保護者様には、日々の活動や気付きについて送迎時や連
絡帳にて必ずお伝えしていきます。また職員につきまして
は、開始前のミーティング等で細やかな気づきや課題、配
慮すべき点について話し合い、ご利用の際に実施できるよ
う取り組んでおります。

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

7 2 0

・6ヶ月に1度のモニタリングの際に、児童発達支援
管理責任者が保護者様に支援内容や助言等詳しく説明
しております。また個人面談をご希望の保護者様はお
気軽にお申し付けください。

※無回答は数値に含んでいないため回答数は一致しません。

児童発達支援・放課後等デイサービス　アルペン清和　万々教室（単位２）
配布数：１７　回収数：９　回収率：５２．９％
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【保護者向け】 令和４年度 放課後等デイサービス自己評価表



10

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開
催等により保護者同士の連携が支援されて
いるか

1 5 3

・コロナで今は難しいと思います
が、以前は保護者も参加できるイベ
ントもありお話しする機会がありま
した。

・本年度は、新型コロナ感染症の流行に伴い保護者交
流会を開催出来ておりませんが、昨今の状況に応じ
て、感染予防対策を取りながら開催できるよう前向き
に検討していきます。

11

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護
者に周知・説明し、苦情があった場合に迅
速かつ適切に対応しているか

5 3 1
・お子様や保護者様からのお問合せについては、迅速
に対応し担当者からの連絡を必ず行うように徹底致し
ます。

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

7 2 0

・連絡ツール等にその日の様子を細かく記載していく
ように努めます。
・面談の場を設けて、より密な情報共有を行っていき
ます。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に
関する自己評価の結果を子どもや保護者に
対して発信しているか

7 1 1 ・ホームページとLINEで確認事項や
情報が見られて分かりやすいです。

・WEBサービスや公式LINEを活用して、今後も活動
の様子を保護者様に発信していきます。
・引き続き毎週の月・水・金にSNSを更新して、教室
の様子や新しい取り組みに関して、分かりやすく発信
していくよう努めます。

14 個人情報に十分注意しているか 9 0 0

・個人情報の漏洩がないよう努めております。個人情
報が記載された書類は鍵付きのキャビネットに保管し
ております。書類等は必要に応じてシュレッターで裁
断処理しております。今後も十分に注意するように努
めます。

15

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、保護者に
周知・説明されているか

8 1 0
・各種マニュアルは常に教室内に開示し、面談時等で
確認できるようにします。また面談やお便りにて改め
て、周知していきます。

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

8 1 0
・月に一度、地震、火災、洪水、送迎時を想定した避
難訓練を行い、月間通信やSNS、連絡帳にて情報を共
有しています。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 6 2 1

・「社会性とコミュニケーション能力を養い、将来の自立
に向けた支援をする」アルペン清和の理念に則り、療育の
強化、活動の充実を図り、日々お子様が楽しみながら学べ
る環境を整えるための努力をしております。より子ども達
の力になれるよう職員一同支援に努めて参ります。

18 事業所の支援に満足しているか 6 2 1

・今後も保護者様と一緒に、お子様の社会性とコミュ
ニケーション能力を伸ばし、将来の自立に備えた療育
に力を注ぎ、保護者様とお子様共に、満足して頂ける
支援に努めて参ります。
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